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日
本
郵
政
株
式
会
社
法
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
国
会
に
内
閣
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
日
本
郵
政
株
式
会
社
法
案
に
つ
い
て
、
以
下
十
六
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

法
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
「
郵
便
局
を
活
用
し
て
行
う
地
域
住
民
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
業
務
」
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

二

法
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
「
前
二
項
に
規
定
す
る
業
務
以
外
の
業
務
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

三

法
第
七
条
第
一
項
は
、
会
社
が
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
「
あ
ま
ね
く
全
国
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

旨
と
し
て
郵
便
局
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
方
針
を
う
か
が
う
。

四

郵
政
民
営
化
法
の
廃
止
に
伴
い
、
「
社
会
・
地
域
貢
献
基
金
」
は
廃
止
さ
れ
る
が
、
現
状
、
残
高
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
と
な
る
の
か
う
か
が
う
。

五

法
第
十
条
に
規
定
す
る
関
連
銀
行
の
預
入
限
度
額
に
つ
い
て
、
政
令
で
は
現
行
の
一
〇
〇
〇
万
円
を
二
〇
〇
〇
万
円
に
引

き
上
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ペ
イ
オ
フ
限
度
額
は
一
〇
〇
〇
万
円
で
変
わ
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
超
え
る
部
分
は
特
段

の
「
保
証
」
が
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
の
か
。

一



六

預
入
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
、
総
貯
金
残
高
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。
民
業
圧
迫
に
な

ら
な
い
の
か
。

七

と
り
わ
け
、
地
方
圏
の
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
Ｊ
Ａ
な
ど
へ
の
圧
迫
は
生
じ
な
い
の
か
う
か
が
う
。

八

貯
金
の
運
用
に
つ
い
て
、
確
実
性
が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
ま
れ
る
の
か
。
国
債
以
外
の
運
用
方
針

は
い
か
が
か
。

九

家
計
の
金
融
資
産
も
、
少
子
高
齢
化
の
下
、
現
状
の
残
高
で
あ
る
一
四
〇
〇
兆
円
か
ら
は
余
り
増
加
は
期
待
で
き
な
い
よ

う
に
も
思
う
が
、
あ
え
て
預
入
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
趣
旨
を
う
か
が
う
。

十

郵
便
貯
金
銀
行
の
新
規
業
務
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
示
さ
れ
た
い
。

十
一

三
社
統
合
に
よ
り
、
一
面
、
郵
便
事
業
と
郵
便
局
の
事
業
収
支
が
一
体
化
し
て
し
ま
う
も
の
と
思
う
が
、
効
率
性
を
ど

の
よ
う
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
の
か
。

十
二

郵
便
事
業
は
取
り
扱
い
郵
便
物
の
漸
減
が
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
収
益
性
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
考
え
か
。

十
三

郵
便
局
事
業
の
収
益
性
維
持
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

十
四

平
成
二
十
年
二
月
に
日
本
郵
政
株
式
会
社
と
株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
の
間
で
合
意
さ
れ
た
、
両
社
の
総
合
的
提
携
の
今
後

二



の
取
り
扱
い
方
針
を
う
か
が
う
。

十
五

郵
便
貯
金
銀
行
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
に
全
銀
シ
ス
テ
ム
に
参
加
し
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
て
い
る

が
、
本
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の
運
用
方
針
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

十
六

従
前
の
日
本
郵
政
株
式
会
社
に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
上
の
問
題
が
あ
っ
た
旨
の
総
務
省
の
調
査
専
門
委
員
会
の
報
告
が
出
て

お
り
、
「
委
員
会
設
置
会
社
」
と
し
て
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
監
査
役
の
設
置
な
ど
、
対
応
は
し
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

三


